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若者たちの 「キャ ラ化」 を統制する NPO の 支援実践

〜 若者の 居場所における「学び」の 機能に着 目して 〜

滝 口　克典 （東北公 益文科大学大学院）

1．問題の所在

　90 年代以降の 日本型福祉国家／企業社会秩序

の 解体 ・
再編とそれ に連動 した 「戦後口本型青年

期」の 変容 に よ り、「漂流 」 を余儀 なくされ 灘 民 」

化す る若者たち。こ うした 現実を受け、若者政策

／支援は、「正規就労」 を 「大人 に なる」 ための 要

件 とす る社会的標準の 移行 モ デル で はなく、そ こ

か ら外 れ て 生 きざる を得な い 多くの 若者たちが現

実 に採用可能な第二 標準の 移行 モ デル を構想 し、

それ に 沿 っ て遂行され る こ とを求 め られ て い る

［佐藤 ・平塚 2005 ；中西 ・高山 2009 ；乾 2010］。

　そ こ で 本研究で は 、社会的標準を前提 と しない

移行期支援を展開して い る若者 たちの 共同実践 の

一
例 として、「若者の 居場所 」運営に携わ る NPO

の 事例を取 り上げ、そ こ で い かなる支援が構想／

構築 され て い るの か を記述し、それを もとに第二

標準 の 移行支援の 条件 に つ い て 考察す る。

2 ．調査概要

　事例 として 取 り上 げるの は、μ」形市で活動する

若者支援NPO 「C 」 （2003 年設 立 ） が 開設す る

「屠場所／学 び の 場 」 で あ る。筆者は こ の NPO

の 共 同代表を設立当初よ り務めて い る 。

　 C は、山形市郊外 の 住宅地に位置する
一
軒家を

「フ リース ペ ー
ス 」 として 開放 し、若者たちに交

流 の 空間を提供 して い る。2011 年現在、毎週 水 曜

か ら金曜、13 時か ら 17 時ま で開所して お り、ス

タ ッ フ として NPO 共同代表 の A （30 代女性）が

常駐し、訪れ る若者たちを受け入れる。

　 こ うした 「居場所づ く り」 が C の 設立当初の 目

的だ っ た が、利用する 人び との ニ ーズ の 多様化に

伴い 、2007 年頃 より 「学び の 場 づ くり」 をも並行

して 実施する よ うに な り、現在は 二 っ の 柱 で 活動

して い る。「学びの 場 」 は、不定期 に 開催 され る ワ

ーク シ ョ ッ プや 読書会、自主ゼ ミな ど さまざまで 、

テ
ー

マ も 「社会学 」 「地域文学」
「NPOI 「戦争」

「若者の 現在」 「核と原発」 な ど多岐に渡る が、共

通 して い るの は参加型 の 形式 が採 られ る点で ある。

「学 び の 場 」 に は、「フ リース ペ ース 」の 利用者の

他、学習機会を求め る （「フ リ
ー

ス ペ ー
ス 」 とは接

点 の な い ）地域 の 若者た ちが参加 して い る。

　筆者は、常勤ス タ ッ フ で ある A の 補助要員 とし

て 「フ リ
ー

ス ペ ー
ス 」 で の 支援実践に関与 しなが

ら 「岩場所 」 の 参 与観察を行っ て き た。2009年 か

らは 「学びの場」 の 責任者兼フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

と

して、「学びの 場 」 の 支援実践と参与観察とを並行

して 進 め て きた。つ まり、本研究は、筆者自身の

活動実践を記述す るア クシ ョ ン リサーチ で あ る。

3 ，事例分析

（1）「キ ャ ラ型自己」を極めるとい う支援目標

　C で は、さまざまなニ
ーズ を抱 える若者た ちが

「ひ き こ もりj 「ニ ー
ト」「フ リ

ーター
」「発達障害」

など とい っ た特定の社会問題カテ ゴ リ
ー

を介さず

に受け入れ られ、そ の それぞれ に 対 して 必 要に応

じた支援が行わ れ て い る ［滝 口 2010］。若者 たち

の 多様 なニ
ーズ は、彼 （女） の 「世界 の 狭 さ／浅

さ」 ゆ え に生 じた 問題 と翻訳 され 、そ の解消 に は

「世界を広げ／深 め て い くこ と」が 必要 とされる。

こ の 「狭 さ／広 さ」 「浅さ／深 さ」 をは か る指標 と

して 用い られ て い る の が 「キ ャ ラ」 で あ る。

　 「キ ャ ラ」 と は、支配的コ ー ドが不透明な コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 空間における相 互 行為の 円滑化 の

た め の 配役で あ り、流動化の リス ク に対処す るべ

く、2000 年代 の 若者文化 が 編み出 した コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン ・サバ イバ ル の

一
手法で あ る［瀬沼 2009ユ。

こ うした 「キ ャ ラ 」 を状況に応 じて 選択 し使 い 分

けて い くよ うな自己統治の あ りか た （状況志向的

な多元 的 自己 ）を 「キ ャ ラ型 自己」 とい う。「キ ャ

ラ型 自己」 は、ス ペ
ッ ク （キ ャ ラ の 性能）とス ト

ッ ク （キ ャ ラ の数量） とい う二 つ の 指標 によっ て

記述可能 で ある［荻 ヒ2008］。C で は 、この 「キ ャ

ラ 型 自己 」 として の 習熟を重ねてい くこ とが、移

行過程 で ある と捉 え られ て い る。状況 に応 じ て選

択で きる キ ャ ラ の ス トッ クを増や し、ス ペ ッ ク を

上げて い くこ とが、流動化する社会の 中で若者た

ちが頼 りに で き る よ りま しな社会空間や関係資源

の 獲i得 に つ なが る、と考え られ て い るた め で あ る。

っ ま り、「狭さ／広 さ」 は社会的な足場 （に支え ら

れたキャ ラ） の 多寡、また 「浅さ／深 さ」 はそ う

した （キ ャ ラ に力を与え る）足場の 質の高低 と言

い 換 え可 能で あ る。

　 こ の よ うに、C で は 、若者た ちの 自己 を 「キ ャ

ラ型 白己」 へ と統制 して い くこ とが、支援実践を

通 じて追求され て い た。そ れ らは、「学び の場」 と

括 られ る
一

連 の 取 り組みを通 じて 遂行 される。
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（2 ）若者のキ ャラ化を促進する 「学び」

　 C の支援実践は、若者に よ る若者支援で あるた

め、支援す る側 もされ る側 も、程度 の 大小はあれ

ど、基 本的に 1司 じ 「狭 さ／浅 さ 」 と い うニ
ーズ を

抱 え る存在だ とい うこ とに な る 。 支援する側／さ

れ る側 の そ うした対称性 は、参加者 の 若者たちに

「狭さ／浅さ」 か ら抜け出すための 「学び 」 へ の

動機を醸成して い る。彼 （女）らに 「キ ツ い 」 と

評価され る C の 「学び の 場」 が、そ れ で も成立 し

うるの は、上記 の 動機 づ けがあるためで ある。

　 さて、C で は 、「学び 」 は 「異文化圏に属する他

者たちとの 出会い 」 と捉 えられ て い る。つ ま りそ

れ は 、外部社会との 接触を意味す る。C の 「学び

の場」 で は、地域で 活動する実践者を招い た り、

その 実践現場 を訪れた り、異文化 を描 い た作品に

触れた り、実践者 と
一

緒に企画 に 取 り組んだ り と

い っ た、若者 た ちが 社会の 多様 な側面 と 出会 え る

よ うな場が、複数、同時に提供され て い る。それ

らに参加す るこ とで 、若者たちは、さまざまな文

化圏や共同体との 接点を獲得する こ とがで きる。

こ れが、キャ ラ の ス トッ ク増加 ； 「世界の 広 さ」

へ とつ なが っ てい る。

　
一

方 で 、そ うした 「学び の場」 は、「居場所」 の

半
・
外部に あた る。そ こ は支援者の 統制が利か な

い 空間 で ある た め、「支援者 の 失敗」 も 「参加者 の

成功i も と もに 生 じ うる。そ うした 場 で 、半 ・外

部の 人び とよ り与えられ る承認は、「成功 」が予期

可能な支援空間にて 与え られ る不安定なそれ より

も、より強 く再帰的な自邑 を支えて くれ る もの に

な りうる ［荻野 2007］。
こ れ が

、 キ ャ ラ の ス ペ ッ

ク 上昇＝ 「世界の 深さ」 へ とつ なが っ て い る。

（3 ）地域の キャ ラ化を促進する 「学び」

　 こ う した多様な文化圏 との ア ク セ ス を保障 して

い るの は、支援者の 外部資源と の ネ ッ トワーク で

ある。 だが 、 C で は 、 支援者が手にして い る多様

な外部資源が む き出しの ま ま で 若者た ち に 手渡さ

れ て い る わけで は ない 。そ こ で は、支援者 に よる

両者 の 選 択的な媒介が行わ れ て い る、

　 C で は 、 地域の 各所に点在する 「学び」 に利用

可能な関係資源 の こ と を、「居場所的な場／人 」 と

呼び、地域と　「居場所」 の 中間地点 と して位置づ

けて い る。例 え ば、地域ユ ニ オ ン や大学ゼ ミ （ア

ート、社会学な ど）、NPO
、 文化系サ

ー
クル な ど

で ある。地域 との コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン を図 りやす

くす る こ の 操作を、地域の キ ャ ラ化と呼べ るかも

しれない 。「居場所的」か 否 か の 基準は、C の 掲げ

る 「居場所」 の 定義
一一

  安心 で きる 、   仲間が

い る、  自己表現できる、  場に関与で きる

に よ っ て い る。こ うした操作を 「社会 の 分類学」

と呼ぼ う。 支援者 は 、 こ の 「分類学」 に 基づ き 、

地域の さまざまな資源 を腑分け した上 で、「居場所

的」 とされた文化圏や共「司体に対し、「居場所」の

若者たちを選択的に媒介する。
つ ま り、C におけ

る支援とは、若者た ちに 対する介入 （若者 の キ ャ

ラ化） と同時に、彼 （女）らが生き る地域に 対す

る介入 （地域 の キ ャ ラ化）をも意味して い る。

4 ．考察

　C の 取 り組 み は 、 地域に 実在する関係資源と若

者た ち と を出会わ せ る 「学び 」 に よ り、彼 （女）

らの 自己 の 多元化とともに、そ れを支え る地域の

多元化 を企 図す るもの で あっ た。

　こ の ア プ ロ ーチ の長所は、第
一

に、若者た ちが

自前 で 調達 し蓄積 して きた 「社会技法」 に接続す

る形 で 支援を行 っ て い る 点で あ る。若者たちは、

自らの 多元性 を無理に縮減 しなくともよ い し、そ

れ ど こ ろか そ の 複数性を武器に さえで きる．

　利点の 第 二 は、支援資源 の 調達に関わる。それ

が若者たち に足場を与えて くれ る もの であれば、

地域 の 資源 は たとえどん なもの で あ っ て も　 　娯

楽や趣味 の 共同体 で あ っ て も　　若者支援 の 資源

に な りうる 。 この発想に よ り、支援空間の敷居を

現状 よ り もっ と下げる こ とが 可能に なる。

　第三 は、支援空間の 設 計そ の もの に 関わ る論点

で ある。C で は、終着点 が 明確な何 らか の 移行 を

目的 とするの で は なく、終わ りが曖昧な 「学び 」

を 目的 として い る。 そ こ には 「卒業 」 が存在しな

い 。これ は、終わ りなき 「漂流」 を続け る若者た

ちが 抱え る 「居場所／学びの 場 」 へ の 常時接続の

ニ
ーズ に応え た結果で ある。

　 C の 支援実践は、一
口で、支援空間 の 日常化 と

言え るか も しれな い 。そ こ に あ る の は 、社会的標

準 に 基づ い た従来 の 若者政策／支援が創 出 した敷

居 の 高い 支援空間 へ の 批判意識で ある。第二標準

の 移行期支援にとっ て 重要な の は、より敷居 の 低

い 「親密な公 共圏」 または 「公 共的な親密圏」 を

い か に 幅広 く確保す る か とい うこ とな の で ある。

参考文献

乾彰夫、2010、『〈 学校 か ら仕事へ〉 の 変 容 と若 者 た ち ：個人

化 ・ア イデンテ ィテ ィ
・コ ミ ュ ニ テ ィ 』青木書店／荻上チキ、

2008、『ネ ッ トい じめ ：ウ ェ ブ仕 会と終 わ りなき 「キャ ラ戦争」』

PHP 新 書／ 荻野 達史、2007、「相 互行為 儀礼 と自 己ア イデ ン

テ ィ テ ィ ： 「ひ きこ もり」経験者文援施設で の フ ィ
ール ドワ ーク

カ・ら」『仕会学評論』58（1）、2− 20／繍 羊f乍・平塚眞憤†、2005、
『ニ

ー
ト・フ リ

ー
タ
ー

と学力』明石 書店／瀬 沼文彰、2009、『若

い 世代は なぜ 「キ ャ ラ」化す るの か』春 口文庫／滝 口克典、2010、
「「屠場所」 は どの よ うに 達成され てい るか ：民 間フ リ

ー
ス ペ ー

ス にお ける非専門職 ス タ ッ フ の 環境統制 ワ
ー

クに着 目して 」『日

本教育社会学会大会発表要旨収録』62、6− 7／ 中西 新太郎＋ 高

Il智樹編、2009、『ノン エ リ
ー

ト青年の社会空 問 ：働くこ と、
生 きる こ と、〈大 人に な る 〉 とい うこ と』青木書店

149
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


